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信州ハート
循環器内科NOW 　 信大病院循環器内科の最近の動向をご紹介いたします

日帰り(外来)カテーテル検査
従来、冠動脈造影検査は2泊3日の入院を必要としていましたが、安定している患者さんを対
象に日帰りカテーテル検査も実施しています。検査当日の朝に来院していただき、その日の午
後に帰宅可能なこの検査システムは、患者さんの負担や入院費用の軽減だけでなく、仕事や日
常生活への支障を最小限にすることができます。また、冠動脈造影検査は冠動脈CT検査に比
べ診断能が格段に高く、被曝量も少なくすみます。県内で日帰りカテーテル検査を実施してい
るのは当院のみです。2013年の検査件数は175例でした。　

冠動脈血管内視鏡
血管内視鏡を用いることにより、冠動脈内のより鮮明な観察が可能となります。当科では本年
4月に県内で初めて血管内視鏡を導入いたしました。血管内視鏡は冠動脈疾患の診断のみなら
ず、カテーテル治療を行う際のガイドとして、
あるいは薬剤の効果判定に役立ちます。
従来から使用している血管内超音波検査(IVUS)
および血管内近赤外線検査(OCT)と併せて、カ
テーテル治療をより安全に実施していきます。
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（画像：i Heart Medical Co.Ltd.)
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第10回循環器連携パス勉強会
平成26年6月18日（水）19時10分～20時30分
演題
1.　長野県の虚血性心疾患の実態
2. スクリー二ングとしての頸動脈エコー検査
3. 心不全・虚血性心疾患のバイオマーカーの見方
4.　循環器病診連携の現状と今後

会場：ホテルブエナビスタ　2F　メディアーノ　　　　　　　

 

ご質問・ご要望などございましたら
循環器内科 電話0263-37-3352へ
ご連絡いただければ幸いです。

発行
信州大学医学部循環器内科学教室　

補助人工心臓
補助人工心臓(VASあるいはVAD)は高度な心不全の患
者を救命するために心臓のポンプの働きを代行する機
器で、重症心不全患者さんの治療に絶大な威力を発揮
します。当院では心臓血管外科とチームを組み、補助
人工心臓の装着が必要な場合はいつでも対応できる状
況にあります。体外式補助人工心臓装着後は、植込型
への移行、心臓移植を待機する流れとなっています。

（画像：国立循環器病研究センター循環器病情報サービスより)

私達が24時間対応いたします！
 緊急のご紹介は
 胸痛センターホットラインまで
 電話 37-3199
 (専用回線:24時間対応)
 受付を介し循環器内科医が直接対応します

高度救命救急センター受付　電話 37-2222　(専用回線:24時間対応）もご利用いただけます
受付を介し救急科医が対応します

外来紹介（緊急でない場合）
外来予約センター　電話 0263-37-3500　(受付時間:平日9:00~15:30) 
信大病院では、かかりつけの診療所の先生方から予めご連絡いただくことで、初診の患者さんの
受診日時の調整を行っております。患者さんの氏名、生年月日、性別、電話番号、希望診療科、
病名(疑いを含む)をご連絡ください。その場で初診日時をご予約いただけます。その後、受診日
の前日までに診療情報提供書のFAXあるいは郵送をお願いいたします。


